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Ⅲ 防災・防犯について 

 

問 15 あなたのお住まいの地域は安心して暮らせるところだと思いますか。  

・「まあ安心」が 54.5％で過半数を占める。次いで「普通」が 27.8％で、ほぼ３割弱

である。以下「とても安心」（6.2％）、「やや安心できない」（5.5％）、「安心できな

い」（3.3％）、「よくわからない」（1.1％）の順である。  

・「とても安心」「まあ安心」を合わせると 60.7％と、約６割の人が安心して暮らせる

としているが、「安心できない」「やや安心できない」を合わせると 8.8％となり、

安心して暮らせないと考えている人も 1 割弱存在する。 

 

図 安心して暮らせるところか 

 

 

■ 居住地区別  安心して暮らせるところか 

・六浦東のみ「普通」、それ以外の地域はいずれも「まあ安心」が最も多い。 

 

表 居住地区別 安心して暮らせるところか  

 

  

とても安心

6.2

まあ安心

54.5

普通

27.8

やや安心でき

ない

5.5

安心できない

3.3

よくわからな

い

1.1

不明

1.6

N=1,906

(％)
合計

     (件)

とても安
心

まあ安心 普通 やや安心
できない

安心でき
ない

よくわか
らない

不明

全体 1906 6.2 54.5 27.8 5.5 3.3 1.1 1.6

富岡第一地区 76 7.9 46.1 34.2 5.3 5.3 1.3 0.0

富岡第二地区 63 7.9 44.4 38.1 3.2 1.6 0.0 4.8

富岡第三地区 91 3.3 48.4 34.1 6.6 4.4 1.1 2.2

富岡西・能見台地区 80 5.0 58.8 25.0 6.3 5.0 0.0 0.0

能見台地区 137 12.4 69.3 10.9 3.6 0.7 0.7 2.2

金沢シーサイドタウン地区 215 5.6 53.0 26.5 5.6 6.0 1.4 1.9

金沢東部地区 119 4.2 61.3 24.4 5.0 5.0 0.0 0.0

金沢中部地区 96 12.5 51.0 26.0 5.2 1.0 3.1 1.0

金沢南部地区 122 4.9 51.6 34.4 3.3 3.3 0.0 2.5

金沢地区 92 2.2 56.5 25.0 13.0 1.1 2.2 0.0

六浦東地区 51 2.0 37.3 52.9 2.0 0.0 5.9 0.0

六浦地区 123 4.9 57.7 23.6 4.9 6.5 0.0 2.4

六浦西地区 256 4.3 58.6 27.7 4.3 2.3 0.8 2.0

釜利谷地区 305 8.2 49.8 29.8 6.6 2.6 1.0 2.0

大川地区 33 9.1 69.7 18.2 3.0 0.0 0.0 0.0

その他 6 0.0 50.0 33.3 0.0 0.0 16.7 0.0
不明 41 0.0 51.2 26.8 9.8 4.9 2.4 4.9

問15　お住まいの地域は安心して暮らせるところですか

F7-1　居住地
区

％  
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問 16 （問 15 で「4 やや安心できない」もしくは「5 安心できない」とお答えの方に）安

心できない理由は何ですか。 

・「犯罪が心配だから」が 58.1％で最も多く、「災害が心配だから」の 28.7％を約 30

ポイント上回っており、災害よりも犯罪の方が不安の理由として大きいことがわか

る。 

 

図 安心して暮らせない理由 

 

 

  

災害が心配

だから

28.7

犯罪が心配

だから

58.1

その他

7.8

不明

5.4

N=167

％  
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問 17 大地震が起きたときに特に心配なことをお知らせください。  

・第１位～第３位の回答の全体の結果では、｢水道や電気などライフラインの停止｣が

69.0％で最も多く、次いで「家族・知人の安否」（ 57.3％）、「食料品、生活用品の

確保」（34.5％）が大地震が起きたときに特に心配なことの上位３項目である。  

 

図 大地震が起きたときに特に心配なこと（総合）  

 

 

・順位別の結果は、次表のとおりである。  

 

表 大地震が起きたときに特に心配なこと（順位別） 

 

  

69.0
57.3

34.5
30.2

17.9
16.9

10.4
9.2

6.8
6.5

4.7
4.1
4.1
4.1
4.1
2.8

0.5
0.1

4.6

0 20 40 60 80

水道や電気などライフラインの停止
家族・知人の安否

食料品、生活用品の確保
家屋の倒壊損傷

火災の発生
交通機関のまひ、帰宅困難になること

津波による被害
災害情報の入手

避難場所までの経路の安全性
液状化による被害

ペットの避難に関すること
持病があること

地割れ・土砂崩れ・地すべりなど
治安の悪化

自力避難に関すること
家具の転倒

その他
特に心配はない

不明

％

N=1,906

第１位 第２位 第３位

No. カテゴリー名 % No. カテゴリー名 % No. カテゴリー名 %

1 家族・知人の安否 39.9 1 水道や電気などライフラインの停止 23.8 1 食料品、生活用品の確保 19.6

2 水道や電気などライフラインの停止 29.9 2 食料品、生活用品の確保 13.2 2 水道や電気などライフラインの停止 15.3

3 家屋の倒壊損傷 9.6 3 家族・知人の安否 12.3 3 交通機関のまひ、帰宅困難になること 8.7

4 津波による被害 3.1 4 家屋の倒壊損傷 12.0 4 家屋の倒壊損傷 8.6

5 火災の発生 2.8 5 火災の発生 8.3 5 火災の発生 6.8

6 食料品、生活用品の確保 1.7 6 交通機関のまひ、帰宅困難になること 6.6 6 災害情報の入手 6.0

7 交通機関のまひ、帰宅困難になること 1.6 7 津波による被害 3.7 7 家族・知人の安否 5.1

8 液状化による被害 1.5 8 液状化による被害 2.4 8 避難場所までの経路の安全性 4.0

9 持病があること 1.3 9 避難場所までの経路の安全性 2.2 9 津波による被害 3.6

10 災害情報の入手 0.9 10 災害情報の入手 2.2 10 ペットの避難に関すること 2.9

11 地割れ・土砂崩れ・地すべりなど 0.8 11 地割れ・土砂崩れ・地すべりなど 2.1 11 治安の悪化 2.8

12 自力避難に関すること 0.6 12 持病があること 1.6 12 自力避難に関すること 2.8

13 避難場所までの経路の安全性 0.5 13 ペットの避難に関すること 1.5 13 液状化による被害 2.7

14 家具の転倒 0.4 14 治安の悪化 1.2 14 家具の転倒 1.7

15 ペットの避難に関すること 0.3 15 自力避難に関すること 0.8 15 持病があること 1.3

16 治安の悪化 0.2 16 家具の転倒 0.7 16 地割れ・土砂崩れ・地すべりなど 1.2

17 その他 0.2 17 その他 0.0 17 その他 0.3

18 特に心配はない 0.1 18 特に心配はない 0.0 18 特に心配はない 0.0

不明 4.6 不明 5.4 不明 6.6
全体N=1906 100.0 全体N=1905 100.0 全体N=1905 100.0
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■ 年齢別 大地震が起きたときに特に心配なこと（総合） 

・20 歳代、30 歳代では「家族・知人の安否」、40 歳代より上の世代では「水道や電気

などライフラインの停止」が最も多くなっている。また、75 歳以上で「火災の発生」

の数値が他世代に比べて高い。  

 

表 年齢別 大地震が起きたときに特に心配なこと（総合） 

 

 

■ 家族形態別  大地震が起きたときに特に心配なこと（総合） 

・いずれの家族形態でも「水道や電気などライフラインの停止」が最も多く、その他

では「家族・知人の安否」も同率である。  

 

表 家族形態別  大地震が起きたときに特に心配なこと（総合） 

 

  

(％)
合計

     (件)

水
道
や
電
気
な
ど
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
停
止

家
族
・
知
人
の
安
否

家
屋
の
倒
壊
損
傷

食
料
品
、

生
活
用
品
の
確

保 火
災
の
発
生

交
通
機
関
の
ま
ひ
、

帰
宅

困
難
に
な
る
こ
と

家
具
の
転
倒

避
難
場
所
ま
で
の
経
路
の

安
全
性

持
病
が
あ
る
こ
と

災
害
情
報
の
入
手

地
割
れ
・
土
砂
崩
れ
・
地

す
べ
り
な
ど

治
安
の
悪
化

ペ
ッ

ト
の
避
難
に
関
す
る

こ
と

液
状
化
に
よ
る
被
害

津
波
に
よ
る
被
害

自
力
避
難
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
心
配
は
な
い

不
明

全体 1906 69.0 57.3 30.2 34.5 17.9 16.9 2.8 6.8 4.1 9.2 4.1 4.1 4.7 6.5 10.4 4.1 0.5 0.1 4.6

20歳代 145 57.2 74.5 22.1 44.1 11.0 25.5 0.7 3.4 0.7 7.6 2.8 6.2 7.6 10.3 19.3 4.1 0.0 0.0 0.7

30歳代 243 58.0 75.3 25.9 42.0 10.7 18.5 1.6 4.9 2.1 9.9 4.1 6.6 4.9 5.8 14.8 3.7 1.2 0.0 2.9

40歳代 294 69.4 66.3 28.2 39.1 13.9 22.8 2.0 4.8 1.4 6.8 4.8 4.1 8.2 5.1 11.6 2.0 0.7 0.0 2.4

50歳代 308 76.0 62.3 26.9 36.0 16.6 22.4 2.3 5.8 1.9 8.1 2.9 2.9 5.8 7.8 9.1 2.9 0.6 0.0 2.3

60歳～74歳 592 70.9 48.0 34.1 28.0 20.4 13.0 3.5 9.6 5.7 11.7 5.1 3.7 3.7 7.4 9.5 5.1 0.3 0.2 5.7

75歳以上 266 73.3 37.2 33.8 30.1 29.3 7.9 4.5 7.5 10.5 7.9 3.8 4.1 1.1 3.0 4.1 7.1 0.0 0.0 8.6
不明 58 65.5 55.2 37.9 32.8 13.8 10.3 5.2 5.2 1.7 8.6 3.4 0.0 0.0 6.9 10.3 0.0 0.0 0.0 13.8

60歳～74歳-ひとり暮らし 55 69.1 32.7 30.9 29.1 25.5 5.5 3.6 12.7 10.9 12.7 1.8 1.8 3.6 5.5 10.9 5.5 0.0 1.8 10.9
75歳以上-ひとり暮らし 46 71.7 28.3 34.8 34.8 28.3 4.3 4.3 17.4 8.7 4.3 4.3 4.3 0.0 0.0 4.3 15.2 0.0 0.0 8.7

F2　年齢

問17　大震災が起きたときに特に心配なこと

F2高年層×F4
ひとり暮らし

(％)
合計

     (件)

水
道
や
電
気
な
ど
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
停
止

家
族
・
知
人
の
安
否

家
屋
の
倒
壊
損
傷

食
料
品
、

生
活
用
品
の
確

保 火
災
の
発
生

交
通
機
関
の
ま
ひ
、

帰
宅

困
難
に
な
る
こ
と

家
具
の
転
倒

避
難
場
所
ま
で
の
経
路
の

安
全
性

持
病
が
あ
る
こ
と

災
害
情
報
の
入
手

地
割
れ
・
土
砂
崩
れ
・
地

す
べ
り
な
ど

治
安
の
悪
化

ペ
ッ

ト
の
避
難
に
関
す
る

こ
と

液
状
化
に
よ
る
被
害

津
波
に
よ
る
被
害

自
力
避
難
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
心
配
は
な
い

不
明

全体 1906 69.0 57.3 30.2 34.5 17.9 16.9 2.8 6.8 4.1 9.2 4.1 4.1 4.7 6.5 10.4 4.1 0.5 0.1 4.6

ひとり暮らし 164 75.0 40.9 26.2 38.4 22.6 14.6 4.3 11.0 6.1 6.7 1.8 4.9 1.8 3.7 11.0 6.7 0.0 0.6 6.7

夫婦のみ 498 74.5 50.2 35.3 29.3 19.3 12.4 3.8 7.0 4.8 10.6 6.2 5.4 6.0 6.0 7.8 5.2 0.6 0.0 3.8

親と子（二世代）　 1033 65.5 62.4 27.9 35.5 16.5 20.4 2.4 6.2 3.6 9.3 3.3 3.6 4.7 7.7 11.5 3.4 0.4 0.0 4.4

祖父母と親と子（三世代）　　 111 71.2 65.8 28.8 41.4 20.7 16.2 0.0 4.5 3.6 3.6 5.4 6.3 4.5 2.7 10.8 3.6 1.8 0.0 1.8

その他 21 76.2 76.2 47.6 38.1 19.0 0.0 0.0 9.5 4.8 9.5 9.5 0.0 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
不明 79 62.0 53.2 32.9 34.2 13.9 8.9 3.8 6.3 3.8 11.4 3.8 0.0 2.5 6.3 13.9 3.8 0.0 0.0 12.7

F4　家族形態

問17　大震災が起きたときに特に心配なこと
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■ 居住地区別  大地震が起きたときに特に心配なこと（総合） 

・いずれの地区も「水道や電気などライフラインの停止」が最も多くなっている。  

・富岡第三では「家屋の倒壊損傷」、能見台では「食料品、生活用品の確保」、金沢シ

ーサイドタウンでは「液状化による被害」、金沢では「津波による被害」、大川では

「家族・知人の安否」「交通機関のまひ、帰宅困難になること」の数値が、それぞ

れ他地域に比べて高い数値となっている。特に沿岸部では「液状化による被害」「津

波による被害」の数値が高い傾向にある。  

 

表 居住地区別  大地震が起きたときに特に心配なこと（総合） 

 

  

(％)
合計

     (件)
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ど
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損
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用
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保 火
災
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生
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、
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宅
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難
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こ
と

家
具
の
転
倒

避
難
場
所
ま
で
の
経
路
の

安
全
性

持
病
が
あ
る
こ
と

災
害
情
報
の
入
手

地
割
れ
・
土
砂
崩
れ
・
地

す
べ
り
な
ど

治
安
の
悪
化

ペ
ッ

ト
の
避
難
に
関
す
る

こ
と

液
状
化
に
よ
る
被
害

津
波
に
よ
る
被
害

自
力
避
難
に
関
す
る
こ
と

そ
の
他

特
に
心
配
は
な
い

不
明

全体 1906 69.0 57.3 30.2 34.5 17.9 16.9 2.8 6.8 4.1 9.2 4.1 4.1 4.7 6.5 10.4 4.1 0.5 0.1 4.6

富岡第一地区 76 69.7 52.6 32.9 34.2 23.7 14.5 2.6 2.6 0.0 11.8 9.2 6.6 6.6 1.3 3.9 0.0 0.0 0.0 6.6

富岡第二地区 63 73.0 52.4 33.3 34.9 11.1 7.9 1.6 6.3 6.3 11.1 4.8 6.3 4.8 3.2 11.1 1.6 0.0 0.0 7.9

富岡第三地区 91 70.3 64.8 48.4 33.0 12.1 13.2 2.2 3.3 4.4 5.5 6.6 5.5 7.7 0.0 2.2 6.6 0.0 0.0 4.4

富岡西・能見台地区 80 83.8 67.5 33.8 40.0 17.5 16.3 1.3 2.5 3.8 10.0 0.0 6.3 5.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 2.5

能見台地区 137 73.0 59.1 25.5 46.7 18.2 19.7 2.2 4.4 5.1 8.8 5.8 4.4 5.8 0.0 1.5 1.5 0.7 0.0 5.1

金沢シーサイドタウン地区 215 66.5 55.3 22.8 29.8 9.8 14.4 2.8 4.7 5.1 7.4 0.9 2.3 3.3 32.6 24.7 5.1 0.5 0.0 3.3

金沢東部地区 119 74.8 61.3 37.0 40.3 17.6 16.8 4.2 5.0 4.2 11.8 4.2 1.7 4.2 1.7 5.0 3.4 0.0 0.0 1.7

金沢中部地区 96 70.8 49.0 29.2 41.7 19.8 21.9 1.0 8.3 1.0 9.4 3.1 8.3 7.3 3.1 12.5 2.1 0.0 0.0 3.1

金沢南部地区 122 55.7 51.6 27.0 27.0 19.7 13.1 0.8 13.1 2.5 12.3 3.3 5.7 5.7 9.8 19.7 3.3 0.8 0.0 9.0

金沢地区 92 58.7 53.3 26.1 25.0 20.7 16.3 4.3 14.1 4.3 4.3 1.1 3.3 5.4 9.8 31.5 6.5 0.0 0.0 4.3

六浦東地区 51 56.9 51.0 29.4 31.4 15.7 17.6 7.8 15.7 3.9 13.7 9.8 3.9 3.9 0.0 11.8 3.9 2.0 0.0 5.9

六浦地区 123 66.7 52.0 22.0 30.1 15.4 22.8 0.8 9.8 4.9 7.3 2.4 3.3 0.8 13.8 22.0 5.7 0.8 0.0 6.5

六浦西地区 256 71.9 60.9 32.4 35.2 21.9 16.4 3.9 5.1 4.7 8.6 4.3 2.7 2.3 1.6 2.3 6.6 0.4 0.0 5.1

釜利谷地区 305 69.5 61.0 33.1 34.4 22.6 18.7 3.6 5.9 3.9 9.8 5.2 4.3 5.6 1.0 5.2 3.6 0.7 0.0 2.6

大川地区 33 75.8 72.7 18.2 36.4 15.2 30.3 0.0 6.1 0.0 3.0 6.1 3.0 12.1 3.0 6.1 0.0 0.0 0.0 3.0

その他 6 66.7 16.7 0.0 33.3 66.7 16.7 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0 16.7 16.7 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0
不明 41 65.9 43.9 31.7 31.7 2.4 9.8 4.9 12.2 9.8 17.1 7.3 2.4 2.4 0.0 7.3 9.8 2.4 2.4 9.8

F7-1　居住地
区

問17　大震災が起きたときに特に心配なこと
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問 18 あなたは、大地震などの災害に備えて、どのような準備をしていますか。（複数回

答） 

・最も多いのは「懐中電灯」の 87.7％で、９割近くの人が挙げている。次いで「食料

や飲料水」（69.6％）、「携帯ラジオ」（67.4％）が６割を超えており、この３点に回

答が集中している。なお、5.0％の人が「大地震に対して備えはしていない」とし

ている。  

・平成 21 年度調査と比較すると、一部選択肢は異なるが、「懐中電灯」が最も多く 73.9％、

以下「食糧や飲料水」（57.4％）、「ラジオ」（56.3％）、「救急用品」（ 33.4％）、「現

金」（ 18.2％）となっており、ここまでの順位は変わらない。ただし「大地震に対

して備えはしていない」の数値が 14.6％から今回 5.0％へと 9.6 ポイント大きく減

尐したほか、「懐中電灯」「食糧や飲料水」「ラジオ」「現金」についてはいずれも今

回調査では 10 ポイント以上数値が増加している。  

 

図 大地震などの災害に備えて準備していること  

 

 

表 平成 21 年度調査との比較  

 

 

  

87.7

69.6

67.4

36.4

31.3

26.5

17.4

16.8

4.6

4.1

5.0

2.2

0 50 100

懐中電灯

食料や飲料水

携帯ラジオ

救急用品

現金

消火器

非常ベル・笛

携帯トイレ（パックトイレ）

ペットの避難用品

その他

大地震に対して備えはしていない

不明

％

N=1,906

（％）

懐中電灯 87.7 懐中電灯 73.9

食料や飲料水 69.6 食糧や飲料水 57.4

携帯ラジオ 67.4 ラジオ 56.3

救急用品 36.4 救急用品 33.4

現金 31.3 現金 18.2

消火器　 26.5 非常用トイレ 13.3

非常ベル・笛 17.4 非常ベル・笛 13.2

携帯トイレ（パックトイレ） 16.8 その他 3.2

ペットの避難用品 4.6 大地震に対して備えはしていない 14.6
その他 4.1 無回答 1.6

大地震に対して備えはしていない 5.0
不明 2.2

今回調査 H21調査
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■ 年齢別 大地震などの災害に備えて準備していること  

・いずれの年齢でも「懐中電灯」が最も多く、特に 50 歳代では９割以上の人が挙げて

いる。また 75 歳以上で「現金」の数値が他世代に比べて高い。  

・ひとり暮らし高齢者について見てみると、「懐中電灯」が最も多くなっており、 75

歳以上では数値も高い。また、 60 歳～74 歳では「大地震に対して備えはしていな

い」、75 歳以上では「現金」の数値が高くなっている。  

 

表 年齢別 大地震などの災害に備えて準備していること  

 

 

■ 家族形態別  大地震などの災害に備えて準備していること  

・いずれの家族形態でも「懐中電灯」が最も多く、特に夫婦のみでは９割以上の人が

挙げている。  

 

表 家族形態別  大地震などの災害に備えて準備していること  

 

  

(％)
合計

     (件)

食
料
や
飲
料
水

携
帯
ト
イ
レ
（

パ
ッ

ク
ト

イ
レ
）

懐
中
電
灯

携
帯
ラ
ジ
オ

非
常
ベ
ル
・
笛

現
金

救
急
用
品

ペ
ッ

ト
の
避
難
用
品

消
火
器

そ
の
他

大
地
震
に
対
し
て
備
え
は

し
て
い
な
い

不
明

全体 1906 69.6 16.8 87.7 67.4 17.4 31.3 36.4 4.6 26.5 4.1 5.0 2.2

20歳代 145 65.5 13.8 82.1 46.2 15.9 24.1 31.0 6.9 13.1 7.6 5.5 0.7

30歳代 243 70.0 16.0 87.2 57.2 15.2 25.9 42.4 4.9 15.2 8.2 6.2 2.1

40歳代 294 74.5 21.1 86.4 66.0 16.7 20.7 38.8 6.5 23.5 6.1 6.1 1.4

50歳代 308 67.5 18.5 91.2 71.1 16.6 27.6 30.2 5.2 27.3 2.6 3.2 1.3

60歳～74歳 592 72.0 16.6 89.4 76.2 19.8 34.6 38.3 4.6 31.4 2.7 4.9 2.4

75歳以上 266 65.4 13.2 88.3 68.4 18.4 48.5 36.5 1.1 34.2 1.9 4.9 1.9
不明 58 60.3 17.2 72.4 56.9 8.6 32.8 24.1 0.0 34.5 0.0 3.4 15.5

60歳～74歳-ひとり暮らし 55 61.8 14.5 74.5 58.2 18.2 34.5 29.1 1.8 18.2 1.8 16.4 3.6
75歳以上-ひとり暮らし 46 69.6 8.7 93.5 63.0 17.4 58.7 28.3 0.0 28.3 2.2 2.2 2.2

問18　大地震などの災害に備えて準備していること

F2高年層×F4
ひとり暮らし

F2　年齢

(％)
合計

     (件)

食
料
や
飲
料
水

携
帯
ト
イ
レ
（

パ
ッ

ク
ト

イ
レ
）

懐
中
電
灯

携
帯
ラ
ジ
オ

非
常
ベ
ル
・
笛

現
金

救
急
用
品

ペ
ッ

ト
の
避
難
用
品

消
火
器

そ
の
他

大
地
震
に
対
し
て
備
え
は

し
て
い
な
い

不
明

全体 1906 69.6 16.8 87.7 67.4 17.4 31.3 36.4 4.6 26.5 4.1 5.0 2.2

ひとり暮らし 164 60.4 11.6 78.7 53.7 15.2 38.4 28.7 1.2 18.9 1.8 10.4 2.4

夫婦のみ 498 73.9 17.5 92.0 76.5 20.1 38.8 42.2 4.6 32.5 3.6 3.8 1.4

親と子（二世代）　 1033 69.7 17.7 88.0 66.7 17.1 27.1 35.5 4.8 24.5 4.7 4.9 1.8

祖父母と親と子（三世代）　　 111 73.9 15.3 88.3 62.2 15.3 27.0 40.5 8.1 30.6 4.5 3.6 1.8

その他 21 52.4 9.5 85.7 57.1 23.8 38.1 19.0 9.5 23.8 4.8 9.5 0.0
不明 79 59.5 16.5 75.9 58.2 8.9 29.1 25.3 1.3 26.6 2.5 2.5 12.7

問18　大地震などの災害に備えて準備していること

F4　家族形態
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問 19 あなたは、大地震に対してご自宅でどのような対策をしていますか。（複数回答）  

・「家具の転倒防止」が最も多く 49.7％と、約５割の人が行っているが、「地震に強い

家に建て替え、住み替え」（8.5％）、「ガラスの飛散防止」（7.9％）、「耐震診断や耐

震補強の実施」（ 3.9％）を行っている人は１割に満たない。なお、「特になにもし

ていない」割合が 39.2％と、４割近くに達する。 

・平成 21 年度調査と比較すると、「家具の転倒防止」が最も多く 43.6％、以下「地震

に強い家に建て替え、住み替え」（ 12.6％）、「ガラスの飛散防止」（7.8％）、「耐震

診断や耐震補強の実施」（5.5％）と続き、順位に変化はないが、今回調査では「家

具の転倒防止」が 6.1 ポイント増加している。 

 

図 大地震に対して自宅で行っている対策  

 

 

表 平成 21 年度調査との比較  

 

  

49.7

8.5

7.9

3.9

1.6

39.2

3.7

0 10 20 30 40 50 60

家具の転倒防止

地震に強い家に建て替え、住み替え

ガラスの飛散防止

耐震診断や耐震補強の実施

その他

特に何もしていない

不明

％

N=1,906

（％）

家具の転倒防止 49.7 家具の転倒防止 43.6

地震に強い家に建て替え、住み替え 8.5 地震に強い家に建て替え、住み替え 12.6

ガラスの飛散防止 7.9 ガラスの飛散防止 7.8

耐震診断や耐震補強の実施 3.9 耐震診断や耐震補強の実施 5.5

その他 1.6 その他 1.4

特に何もしていない 39.2 特に何もしていない 42.8
不明 3.7 無回答 2.4

今回調査 H21調査
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■ 年齢別 大地震に対して自宅で行っている対策  

・20 歳代では「特に何もしていない」が最も多く、半数近くの人が挙げている。 30

歳代以上の世代では「家具の転倒防止」が最も多い。  

・ひとり暮らし高齢者では「特に何もしていない」が最も多くなっている。  

 

表 年齢別 大地震に対して自宅で行っている対策  

 

 

■ 居住形態別 大地震に対して自宅で行っている対策  

・「持家一戸建て」「持家共同住宅（分譲マンション等）」では「家具の転倒防止」、「賃

貸共同住宅（賃貸マンション等）」では「特に何もしていない」が最も多い。「賃貸

一戸建て」「社宅・寮等」では「家具の転倒防止」と「特に何もしていない」が同

率である。 

 

表 居住形態別 大地震に対して自宅で行っている対策  

  

(％)
合計

     (件)

家具の転
倒防止

ガラスの
飛散防止

地震に強
い家に建
て替え、
住み替え

耐震診断
や耐震補
強の実施

その他 特に何も
していな
い

不明

全体 1906 49.7 7.9 8.5 3.9 1.6 39.2 3.7

20歳代 145 40.0 5.5 7.6 1.4 1.4 49.7 3.4

30歳代 243 49.0 4.9 7.0 2.1 2.5 42.8 2.1

40歳代 294 51.0 6.5 8.2 3.4 0.7 39.8 2.7

50歳代 308 55.5 11.4 10.1 3.9 1.3 34.1 2.3

60歳～74歳 592 51.2 8.8 9.3 4.4 1.7 37.5 3.2

75歳以上 266 44.7 8.3 7.1 6.8 1.9 40.2 6.8
不明 58 46.6 3.4 8.6 3.4 1.7 34.5 13.8

60歳～74歳-ひとり暮らし 55 32.7 12.7 5.5 3.6 1.8 58.2 1.8
75歳以上-ひとり暮らし 46 39.1 8.7 4.3 0.0 4.3 50.0 4.3

問19　大地震に対して自宅でしている対策

F2　年齢

F2高年層×F4
ひとり暮らし

(％)
合計

     (件)

家具の転
倒防止

ガラスの
飛散防止

地震に強
い家に建
て替え、
住み替え

耐震診断
や耐震補
強の実施

その他 特に何も
していな
い

不明

全体 1906 49.7 7.9 8.5 3.9 1.6 39.2 3.7

持家一戸建て 914 48.7 9.1 14.0 4.8 2.0 36.7 3.9

持家共同住宅（分譲ﾏﾝｼｮﾝ等） 563 58.8 8.9 3.9 4.1 0.9 34.3 2.5

賃貸一戸建て 35 48.6 0.0 0.0 2.9 0.0 48.6 0.0

賃貸共同住宅（賃貸ﾏﾝｼｮﾝ等）　 284 37.3 4.6 1.4 1.8 1.8 55.6 2.8

社宅・寮等 39 46.2 2.6 5.1 0.0 2.6 46.2 5.1

その他 6 16.7 16.7 16.7 0.0 0.0 50.0 0.0
不明 65 44.6 3.1 7.7 3.1 1.5 35.4 15.4

問19　大地震に対して自宅でしている対策

F3　居住形態
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問 20 家族で防災について、どのような話し合いをされていますか。（複数回答） 

・「家族との連絡方法や待ち合わせ場所の確認」が最も多く 50.8％で、ほぼ半数の人

が挙げている。次いで「避難場所の確認」（42.8％）、「家のなかの危険箇所の確認」

（23.3％）である。一方、23.1％の人が「話し合いをしていない」としている。 

 

図 防災について話し合っている内容  

 

 

■ 年齢別 防災について話し合っている内容  

・どの世代も「家族との連絡方法や待ち合わせ場所の確認」が最も多く、次いで「避

難場所の確認」の順である。また、「家のなかの危険箇所の確認」の数値は年齢が

上がるほど高くなっている。  

・ひとり暮らし高齢者について見てみると、60 歳～74 歳では「話し合いをしていない」、

75 歳以上では「家族との連絡方法や待ち合わせ場所の確認」が最も多くなっている。 

 

表 年齢別 防災について話し合っている内容  

 

  

50.8

42.8

23.3

13.7

0.5

23.1

4.4

0 10 20 30 40 50 60

家族との連絡方法や待ち合わせ場所の確認

避難場所の確認

家のなかの危険箇所の確認

通勤・通学先からの帰宅ルートの確認

その他

話し合いをしていない

不明

％

N=1,906

(％)
合計

     (件)

家族との
連絡方法
や待ち合
わせ場所
の確認

通勤・通
学先から
の帰宅
ルートの
確認

避難場所
の確認

家のなか
の危険箇
所の確認

その他 話し合い
をしてい
ない

不明

全体 1906 50.8 13.7 42.8 23.3 0.5 23.1 4.4

20歳代 145 47.6 17.2 39.3 15.9 0.0 27.6 1.4

30歳代 243 54.7 18.1 44.4 18.5 0.8 23.0 3.3

40歳代 294 49.3 21.8 44.2 20.4 1.4 19.4 3.1

50歳代 308 56.2 14.3 40.6 19.2 0.3 23.1 3.2

60歳～74歳 592 52.7 10.1 45.1 27.4 0.2 22.1 4.1

75歳以上 266 44.0 6.4 42.9 31.6 0.0 26.7 7.1
不明 58 32.8 12.1 24.1 20.7 1.7 24.1 20.7

60歳～74歳-ひとり暮らし 55 16.4 1.8 21.8 10.9 0.0 58.2 9.1
75歳以上-ひとり暮らし 46 34.8 4.3 30.4 26.1 0.0 32.6 15.2

F2　年齢

問20　防災について家庭でされている話し合い

F2高年層×F4
ひとり暮らし
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問 21 あなたが、日常、不安に感じている犯罪は何ですか。（複数回答） 

・「空き巣」が 68.5％と７割弱の人が挙げており、突出している。以下「ひったくり」

（32.5％）、「不審者による子どもへの接触・連れ回し」（26.4％）の順である。な

お、「特に不安に感じる犯罪はない」は 9.4％で、１割弱の人が挙げている。 

・過去の調査と比較すると、平成 21 年度調査、平成 19 年度調査とも「空き巣」が最

多となっていることは変わらない。なお「振り込め詐欺」については、平成 19 年

度は６位、平成 21 年度は５位、今回調査は４位と、徐々に順位が上がっている。  

 

図 日常、不安に感じている犯罪 

 

 

 

表 過去調査との比較 

 

  

68.5

32.5

26.4

18.0

17.7

15.3

3.7

9.4

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

空き巣

ひったくり

不審者による子どもへの接触・連れ回し

振り込め詐欺

自転車盗・オートバイ盗

車上ねらい

その他

特に不安に感じる犯罪はない

不明

％

N=1,906

（％）

空き巣 68.5 空き巣 76.6 空き巣 80.8
ひったくり 32.5 ひったくり 47.7 不審者の子どもへの接触 39.8
不審者による子どもへの接触・連れ回し 26.4 不審者による子どもへの接触・連れ回し 42.6 ひったくり 38.5
振り込め詐欺 18.0 自転車盗・オートバイ盗 26.4 車上狙い 27.4
自転車盗・オートバイ盗 17.7 振り込めサギ 24.8 自転車盗・オートバイ盗 22.7
車上ねらい 15.3 車上狙い 23.1 振り込めサギ 20.9
その他 3.7 その他 3.9 その他 5.7
特に不安に感じる犯罪はない 9.4 無回答 3.5 無回答 2.2
不明 3.4

今回調査 H21調査 H19調査



 81 

■ 男女別 日常、不安に感じている犯罪 

・男女とも「空き巣」が最も多い。また、女性は男性より「ひったくり」が 12.9 ポイ

ント高くなっている。  

 

表 男女別 日常、不安に感じている犯罪 

 

 

■ 年齢別 日常、不安に感じている犯罪 

・いずれも「空き巣」が最も多い。また 20 歳代では「自転車盗・オートバイ盗」、30

歳代、40 歳代では「不審者による子どもへの接触・連れ回し」、75 歳以上では「ひ

ったくり」と「振り込め詐欺」が、それぞれ他の世代より高くなっている。 

・ひとり暮らし高齢者でも「空き巣」が最も多い。また 60 歳～74 歳では「特に不安

に感じる犯罪はない」、75 歳以上では「振り込め詐欺」の数値が高くなっている。  

 

表 年齢別 日常、不安に感じている犯罪 

 

 

■ 家族形態別  日常、不安に感じている犯罪  

・いずれも「空き巣」が最も多い。  

 

表  家族形態別  日常、不安に感じている犯罪  

  

(％)
合計

    (件)

空き巣 ひったく
り

自転車
盗・オー
トバイ盗

車上ねら
い

振り込め
詐欺

不審者に
よる子ど
もへの接
触・連れ
回し

その他 特に不安
に感じる
犯罪はな
い

不明

全体 1906 68.5 32.5 17.7 15.3 18.0 26.4 3.7 9.4 3.4

男性 809 70.7 25.6 22.0 19.7 18.9 21.4 3.3 8.8 2.3

女性 1039 67.7 38.5 14.7 12.6 17.0 30.3 4.1 9.6 3.6
不明 58 51.7 20.7 12.1 3.4 24.1 25.9 0.0 13.8 13.8

F1　性別

問21　日常、不安に感じている犯罪

(％)
合計

    (件)

空き巣 ひったく
り

自転車
盗・オー
トバイ盗

車上ねら
い

振り込め
詐欺

不審者に
よる子ど
もへの接
触・連れ
回し

その他 特に不安
に感じる
犯罪はな
い

不明

全体 1906 68.5 32.5 17.7 15.3 18.0 26.4 3.7 9.4 3.4

20歳代 145 60.0 33.8 28.3 17.9 9.0 26.9 6.9 13.1 2.1

30歳代 243 67.1 25.9 23.5 21.8 11.1 53.1 6.6 5.3 2.1

40歳代 294 67.7 31.0 26.2 22.1 12.2 48.6 5.1 4.8 2.7

50歳代 308 68.8 28.9 16.9 17.9 14.6 23.4 4.2 8.4 3.2

60歳～74歳 592 70.1 33.1 13.9 12.8 22.5 14.0 2.0 14.4 3.4

75歳以上 266 74.8 44.7 8.6 5.6 28.9 8.3 1.5 5.3 3.8
不明 58 51.7 20.7 10.3 3.4 22.4 25.9 0.0 13.8 13.8

60歳～74歳-ひとり暮らし 55 60.0 34.5 12.7 10.9 23.6 9.1 1.8 25.5 5.5
75歳以上-ひとり暮らし 46 69.6 39.1 6.5 2.2 30.4 2.2 2.2 4.3 4.3

F2　年齢

問21　日常、不安に感じている犯罪

F2高年層×F4
ひとり暮らし

(％)
合計

    (件)

空き巣 ひったく
り

自転車
盗・オー
トバイ盗

車上ねら
い

振り込め
詐欺

不審者に
よる子ど
もへの接
触・連れ
回し

その他 特に不安
に感じる
犯罪はな
い

不明

全体 1906 68.5 32.5 17.7 15.3 18.0 26.4 3.7 9.4 3.4

ひとり暮らし 164 65.9 31.7 14.6 12.8 21.3 7.3 3.0 14.0 4.3

夫婦のみ 498 75.1 37.8 12.0 16.3 20.7 13.3 3.6 9.2 2.6

親と子（二世代）　 1033 67.1 31.4 21.3 16.2 16.1 35.3 3.6 8.4 2.8

祖父母と親と子（三世代）　　 111 68.5 25.2 19.8 17.1 16.2 33.3 7.2 9.9 3.6

その他 21 52.4 42.9 19.0 4.8 9.5 23.8 9.5 19.0 4.8
不明 79 54.4 22.8 10.1 3.8 25.3 22.8 0.0 10.1 12.7

F4　家族形態

問21　日常、不安に感じている犯罪
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問 22 あなたのお住まいにはすでに住宅用火災警報器を設置していますか。   

・「設置している」が 75.1％で全体の４分の３を占める。「設置していない」は 22.0％

である。  

 

図 住宅用火災警報器の設置 

 

 

■ 居住形態別  住宅用火災警報器の設置 

・いずれも「設置している」の方が多いが、「持家一戸建て」「賃貸一戸建て」で「設

置していない」の数値が高く、集合住宅より一戸建ての方が設置率が低い傾向にあ

る。 

 

表 居住形態別  住宅用火災警報器の設置 
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合計

     (件)

設置して
いる

設置して
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全体 1906 75.1 22.0 2.9

持家一戸建て 914 65.0 32.1 3.0

持家共同住宅（分譲ﾏﾝｼｮﾝ等） 563 86.7 11.7 1.6

賃貸一戸建て 35 65.7 34.3 0.0

賃貸共同住宅（賃貸ﾏﾝｼｮﾝ等）　 284 85.6 10.9 3.5

社宅・寮等 39 92.3 5.1 2.6

その他 6 66.7 33.3 0.0
不明 65 67.7 20.0 12.3
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問 23  住宅用火災警報器を設置していない理由は何ですか。（複数回答）  

・「近々設置の予定がある」が最も多く 51.3％で、過半数の人が挙げているが、これ

を除くと、「設置の費用負担が大きい」（ 16.2％）、「効果があるとは思わない」

（16.0％）、「設置が義務化されていることを知らなかった」（ 12.4％）、「自分で取

り付けることができない」（10.7％）などの順となっている。  

 

図  住宅用火災警報器を設置していない理由  

 

 

■ 年齢別 住宅用火災警報器を設置していない理由 

・いずれも「近々設置の予定がある」が最も多いが、75 歳以上では「設置が義務化さ

れていることを知らなかった」「自分で取り付けることができない」の数値が高い。  

表 年齢別 住宅用火災警報器を設置していない理由  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 居住形態別  住宅用火災警報器を設置していない理由  

・持家では「近々設置の予定がある」が最も多く、サンプル数は尐ないが賃貸では「借

家のため自分で設置してよいのかわからない（管理者がつけてくれない）」が最も

多くなっている。  

表 居住形態別  住宅用火災警報器を設置していない理由  
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全体 419 51.3 12.4 16.2 8.1 10.7 8.1 16.0 3.6 1.7

持家一戸建て 293 57.3 12.6 17.4 7.5 12.3 0.3 16.7 3.8 1.0

持家共同住宅（分譲ﾏﾝｼｮﾝ等） 66 51.5 12.1 18.2 7.6 10.6 0.0 16.7 6.1 3.0

賃貸一戸建て 12 16.7 16.7 16.7 0.0 8.3 58.3 0.0 0.0 0.0

賃貸共同住宅（賃貸ﾏﾝｼｮﾝ等）　 31 6.5 9.7 6.5 16.1 3.2 74.2 6.5 0.0 0.0

社宅・寮等 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0

その他 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0
不明 13 61.5 15.4 7.7 15.4 0.0 15.4 30.8 0.0 7.7

問23　（問22で設置していないと答えた方）設置していない理由
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全体 419 51.3 12.4 16.2 8.1 10.7 8.1 16.0 3.6 1.7

20歳代 29 55.2 13.8 20.7 10.3 6.9 10.3 10.3 6.9 0.0

30歳代 39 41.0 12.8 17.9 7.7 2.6 15.4 20.5 5.1 0.0

40歳代 78 47.4 11.5 19.2 5.1 7.7 10.3 10.3 5.1 2.6

50歳代 77 51.9 7.8 19.5 3.9 10.4 11.7 14.3 3.9 1.3

60歳～74歳 133 54.1 11.3 14.3 7.5 12.8 4.5 20.3 2.3 2.3

75歳以上 53 49.1 22.6 9.4 17.0 20.8 1.9 11.3 1.9 1.9
不明 10 80.0 10.0 10.0 20.0 0.0 10.0 40.0 0.0 0.0

60歳～74歳-ひとり暮らし 12 25.0 25.0 33.3 25.0 41.7 16.7 25.0 0.0 8.3
75歳以上-ひとり暮らし 3 33.3 0.0 0.0 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0

問23　（問22で設置していないと答えた方）設置していない理由
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